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─────────────────────────────────────────────────── 

平成17年 第１回 ３月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成17年３月４日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成17年３月４日  午前10時00分開会 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

（日程第２ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ３ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

（日程第３ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ４ 第１号議案 平成１６年度中間市一般会計補正予算（第５号） 

 日程第 ５ 第２号議案 平成１６年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算 

              （第３号） 

 日程第 ６ 第３号議案 平成１６年度中間市地域下水道事業特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 ７ 第４号議案 平成１６年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 

 日程第 ８ 第５号議案 平成１６年度中間市老人保健特別会計補正予算（第２号） 

 日程第 ９ 第６号議案 平成１６年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ２号） 

 日程第１０ 第７号議案 平成１６年度中間市病院事業会計補正予算（第１号） 

（日程第４～日程第１０ 提案理由説明） 

 日程第１１ 第１８号議案 中間市事務分掌条例の一部を改正する条例 

 日程第１２ 第１９号議案 中間市行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例 

 日程第１３ 第２０号議案 中間市特別職職員の給与等に関する条例及び中間市教育委

員会教育長の給与、旅費及び勤務時間等に関する条例の

一部を改正する条例 

 日程第１４ 第２１号議案 中間市手数料条例の一部を改正する条例 

 日程第１５ 第２２号議案 中間市火災予防条例の一部を改正する条例 

 日程第１６ 第２３号議案 中間市中央公民館条例の一部を改正する条例 

（日程第１１～日程第１６ 提案理由説明） 

 日程第１７ 第２４号議案 中間市個人情報保護推進委員会条例 

 日程第１８ 第２５号議案 中間市長期継続契約とする契約を定める条例 
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 日程第１９ 第２６号議案 中間市次世代育成支援対策地域協議会条例 

（日程第１７～日程第１９ 提案理由説明） 

 日程第２０ 第２７号議案 北九州市・中間市合併協議会の廃止に関する協議について 

（日程第２０ 提案理由説明） 

 日程第２１ 第８号議案 平成１７年度中間市一般会計予算 

 日程第２２ 第９号議案 平成１７年度中間市特別会計国民健康保険事業予算 

 日程第２３ 第１０号議案 平成１７年度中間市住宅新築資金等特別会計予算 

 日程第２４ 第１１号議案 平成１７年度中間市地域下水道事業特別会計予算 

 日程第２５ 第１２号議案 平成１７年度中間市公共下水道事業特別会計予算 

 日程第２６ 第１３号議案 平成１７年度中間市老人保健特別会計予算 

 日程第２７ 第１４号議案 平成１７年度中間市公共用地先行取得特別会計予算 

 日程第２８ 第１５号議案 平成１７年度中間市介護保険事業特別会計予算 

 日程第２９ 第１６号議案 平成１７年度中間市水道事業会計予算 

 日程第３０ 第１７号議案 平成１７年度中間市病院事業会計予算 

（日程第２１～日程第３０ 提案理由説明） 

 日程第３１ 議員提出議案 行財政を見直し、抜本的な改革に関する調査推進特別委員 

       第  １  号 会の委員の定数の変更及び補充選任について 

（日程第３１ 提案理由説明省略・質疑・討論・採決） 

 日程第３２        議会運営委員会の委員の補充選任 

 日程第３３ 会議録署名議員の指名 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

出席議員（20名） 

１番 中家多恵子君       ２番 山本 慎悟君 

３番 佐々木晴一君       ４番 植本 種實君 

６番 青木 孝子君       ７番 久好 勝利君 

８番 杉原 茂雄君       ９番 岩崎 三次君 

１０番 堀田 英雄君      １１番 井上 久雄君  

１２番 湯浅 信弘君      １３番 掛田るみ子君  

１４番 香川  実君      １５番 上村 武郎君  

１６番 岩崎  悟君      １７番 佐々木正義君  

１８番 米満 一彦君      １９番 下川 俊秀君  

２０番 片岡 誠二君      ２１番 井上 太一君  
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────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………… 大島 忠義君   助役 ……………… 藤井 紅三君 

収入役 …………… 中木  陞君   教育長 …………… 船津 春美君 

総務部長 ………… 柴田 芳夫君   市民経済部長 …… 貞末 伸作君 

民生部長 ………… 是永 勝敏君   建設部長 ………… 行徳 幸弘君 

教育部長 ………… 工藤 輝久君   水道局長 ………… 小南 哲雄君 

市立病院事務長 … 上田 献治君   消防長 …………… 小倉 計輝君 

行政経営改革推進室長 …………………………………………… 田中 茂徳君 

秘書課長 ………… 田中 久光君   企画財政課長 …… 牧野 修二君 

総務課長 ………… 中野  諭君                    

行政経営改革推進室課長 ………………………………………… 白尾 啓介君 

市民課長 ………… 原田 慶雄君   人権推進課長 …… 中村 次春君 

社会福祉課長 …… 伊東 久文君   介護保険課長 …… 成富 隆俊君 

健康増進課長 …… 中尾三千雄君   管理課長 ………… 枦野 広行君 

下水道課長 ……… 佐藤 満洋君   営業課長 ………… 矢野 卓雄君 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 勝原 直輝君       次長 白子 優一君 

補佐 小田 清人君       書記 岡  和訓君 

書記 平川 佳子君                 

────────────────────────────── 
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午前10時00分開会 

○議長（杉原 茂雄君）   

 おはようございます。ただいままでの出席議員は２０名で、定足数に達しております。 

 これより平成１７年第１回中間市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますのでご了承お願いいたします。 

 この際、日程に入ります前に諸般の報告を行います。 

 報告事項は、お手元に配付してあるとおりであります。朗読は省略したいと思いますの

で、ご了承お願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定 

○議長（杉原 茂雄君）  

 これより日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、お手元の会期日程表のとおり、本日から３月

２９日までの２６日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は２６日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．諮問第１号 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第２、諮問第１号を議題とし、市長から提案理由の説明を求めます。大島市

長。 

○市長（大島 忠義君） 

 おはようございます。諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について提案理由を申し上

げます。 

 現在、中間市の人権擁護委員である越智信一氏の任期が、平成１７年６月３０日で満了

となります。つきましては、法務大臣より福岡法務局長を通じ、候補者の推薦依頼があり

ましたので、これまで基本的人権の擁護という広範かつ重要な仕事に熱意を持って取り組

んでこられました同氏を、引き続き候補者として推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条

第３項の規定により、市議会の意見を求めるものであります。よろしくご審議のほどお願

いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております諮問第１号は、委員会の付託を省略

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）  

 討論なしと認めます。 

 これより諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。この採決は、

無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいまの出席議員は１９人であります。 

 投票用紙を配付させます。 

（投票用紙配付） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

（投票箱点検） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。本件については、賛成の諸君は賛成と、また反対の諸君は反対

と記載の上、点呼に応じて順次投票願います。 

 なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票

は、会議規則第７０条第２項の規定により、否とみなします。 

 点呼を命じます。 

（事務局長点呼・議員投票） 

……………………………………………………………………………… 
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 １番  中家多恵子議員      ２番  山本 慎悟議員 

 ３番  佐々木晴一議員      ４番  植本 種實議員 

 ６番  青木 孝子議員      ７番  久好 勝利議員 

 ９番  岩崎 三次議員     １０番  堀田 英雄議員 

１１番  井上 久雄議員     １２番  湯浅 信弘議員 

１３番  掛田るみ子議員     １４番  香川  実議員 

１５番  上村 武郎議員     １６番  岩崎  悟議員 

１７番  佐々木正義議員     １８番  米満 一彦議員 

１９番  下川 俊秀議員     ２０番  片岡 誠二議員 

２１番  井上 太一議員                  

……………………………………………………………………………… 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 開票を行います。会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に中家多恵子さん及び

掛田るみ子さんを指名いたします。よって、両君の立ち会いを願います。 

（開票） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数１９票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち賛成１９票、

反対０票、以上のとおり全員賛成であります。よって、諮問第１号についてはこれを同意

することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諮問第２号 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第３、諮問第２号を議題とし、市長から提案理由の説明を求めます。大島市

長。 

○市長（大島 忠義君）   

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦について提案理由を申し上げます。 
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 現在、中間市の人権擁護委員である波多野伸子氏の任期が、平成１７年６月３０日で満

了となります。つきましては、法務大臣より福岡法務局長を通じ、候補者の推薦依頼があ

りましたので、後任に社会的信望も厚く、基本的人権の擁護という重要な仕事に強い関心

と熱意を持っておられる有馬周子氏を候補者として推薦いたしたく、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、市議会の意見を求めるものであります。よろしくご審議のほど

お願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 お諮りいたします。ただいま議題となっております諮問第２号は、委員会の付託を省略

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 討論なしと認めます。 

 これより諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦についてを採決をいたします。この採決

は、無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいまの出席議員は１９人であります。 

 投票用紙を配付させます。 

（投票用紙配付） 

○議長（杉原 茂雄君）  

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

（投票箱点検） 

○議長（杉原 茂雄君）   
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 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。本件について賛成の諸君は賛成と、また反対の諸君は反対と記

載の上、点呼に応じて順次投票願います。 

 なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票

は、会議規則第７０条第２項の規定により、否とみなします。 

 点呼を命じます。 

（事務局長点呼・議員投票） 

……………………………………………………………………………… 

 １番  中家多恵子議員      ２番  山本 慎悟議員 

 ３番  佐々木晴一議員      ４番  植本 種實議員 

 ６番  青木 孝子議員      ７番  久好 勝利議員 

 ９番  岩崎 三次議員     １０番  堀田 英雄議員 

１１番  井上 久雄議員     １２番  湯浅 信弘議員 

１３番  掛田るみ子議員     １４番  香川  実議員 

１５番  上村 武郎議員     １６番  岩崎  悟議員 

１７番  佐々木正義議員     １８番  米満 一彦議員 

１９番  下川 俊秀議員     ２０番  片岡 誠二議員 

２１番  井上 太一議員                  

……………………………………………………………………………… 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 開票を行います。会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に山本慎悟君及び湯浅

信弘君を指名いたします。よって、両君の立ち会いを願います。 

（開票） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数１９票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち賛成１９票、

反対０票、以上のとおり全員賛成であります。よって、諮問第２号についてはこれを同意
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することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．第１号議案 

日程第５．第２号議案 

日程第６．第３号議案 

日程第７．第４号議案 

日程第８．第５号議案 

日程第９．第６号議案 

日程第１０．第７号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第４、第１号議案から日程第１０、第７号議案までの平成１６年度補正予算

７件を一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第１号議案から第７号議案まで、提案理由を一括して申し上げます。 

 第１号議案平成１６年度中間市一般会計補正予算（第５号）の提案理由を申し上げます。 

 今回の補正は、本年度最後の補正となることから、各事業費の確定に伴う予算の調整が

主なものであります。 

 まず、歳出予算の主なものは、民生費において各特別会計が確定いたしましたことに伴

い、老人保健特別会計へ５００万円、介護保険事業特別会計へ３００万円の繰出金を計上

するとともに国民健康保険事業については、当初予算で３億５,８００万円を計上し、

１２月補正において３００万円追加しておりましたが、さらに今回、医療費の増加に伴い

ます国及び県負担金が交付されることにより、３,４００万円の繰出金の追加補正予算を

計上いたしております。 

 また、土木費における公共下水道事業の特別会計への繰出金については、１,７００万

円の増額を計上いたしております。このように今回の補正における一般会計からの繰出金

の総額は６,１００万円となっております。 

 衛生費では、インフルエンザの流行等により、高齢者等の予防接種対象者が増加したこ

とから５００万円の増額補正を計上いたしております。 

 消防費におきましては、本年度は火災等の緊急出動の増加などにより、消防団員の報酬

費２００万円を、また市内各所の消火栓の補修や新たに消火栓を設置するための費用

２００万円を計上いたしております。 

 公債費では、平成１３年度に実施いたしました地域インターネット導入促進基盤整備事

業に対し、国庫補助金が交付されますので、繰上償還に充当されます１,１００万円の増

額を計上いたしております。 
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 歳入の主なものは、地方交付税におきまして、景気回復等に伴う国税の増加から国の交

付税財源が増額されたことにより、普通交付税の追加交付がなされ１,４００万円を増額

計上いたしております。 

 また、使用料及び手数料につきましては、昨年４月に各施設の使用料を改定いたしまし

たことから増収となり、５００万円を計上いたしております。 

 国、県支出金につきましては、国民健康保険事業に対する国、県負担金合わせて

２,２００万円を、さらに地域インターネット導入促進基盤整備事業の国庫補助金１,６００万

円を計上いたしております。 

 市債といたしましては、失業対策事業費の確定に伴い、労働債１億６,３００万円の増

額や、そのほか街並み整備事業などの道路整備事業の確定に伴う市債として７,７００万

円の増額を行い、合わせて２億４,１００万円の増額予算を計上するものであります。 

 以上により、歳入歳出とも１億１１０万円の補正予算を計上し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ１７８億２,７０２万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを

申し上げます。 

 次に、第２号議案平成１６年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）の

提案理由を申し上げます。 

 歳出といたしましては、一般被保険者療養給付費等の伸びにより、保険給付費４,６５０万

円、また第三者行為求償事務委託料等で、総務費６０万円を計上いたしております。 

 歳入といたしましては、退職被保険者等による国民健康保険税として２,５００万円、

一般被保険者療養給付費等による国庫支出金として２,４５０万円、保険基盤安定繰入金

等による繰入金として３,４００万円の増額、また退職被保険者等の国民健康保険税増収

による療養給付費交付金２,６４０万円及び諸収入で９８０万円の減額を計上いたしてお

ります。 

 以上により、歳入歳出とも４,７２４万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

５５億６,５４５万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを申し上げま

す。 

 次に、第３号議案平成１６年度中間市地域下水道事業特別会計補正予算（第２号）の提

案理由を申し上げます。 

 今回の補正の主な内容といたしましては、歳出におきまして曙下水処理場の落雷被害に

関連の修繕費の内容精査と入札結果により５００万円減額いたしております。 

 次に、歳入につきましては、下水道使用料を５８０万円、前年度繰越金を９８０万円増

額いたしております。また、建物保険収入を査定額の確定に伴い、２,１００万円減額し

ております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ５３７万円を減額をし、予算の総額を歳入歳出それぞれ

１億１,８５８万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 



- 15 - 

 次に、第４号議案平成１６年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）の提

案理由を申し上げます。 

 今回の補正の主な内容といたしましては、歳出におきまして北九州市下水道処理負担金

を１,８２０万円とガス管及び水道管移設補償費を９５０万円増額いたしております。ま

た、流域下水道事業費負担金を建設事業費の確定により、３,８６０万円減額いたしてお

ります。 

 次に、歳入につきましては、一般会計繰入金を１,７８０万円増額するとともに流域下

水道事業債を３,５２０万円減額いたしております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ１,２６８万円減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

１９億４,９２０万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを申し上げま

す。 

 次に、第５号議案平成１６年度中間市老人保健特別会計補正予算（第２号）の提案理由

を申し上げます。 

 歳出といたしましては、年々進む高齢化及び近年の高度先進医療の発達による診療報酬

の増大により、医療諸費として８,５００万円を計上いたしております。 

 歳入につきましては、歳出の医療諸費に対し支払い基金交付金５,１２０万円、国庫支

出金２,２４０万円、県支出金及び一般会計からの繰入金５６０万円をそれぞれ計上いた

しております。 

 以上により、歳入歳出とも８,５００万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

６５億５１０万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

 次に、第６号議案平成１６年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の提案理由を

申し上げます。 

 歳出では、保険給付費が昨年１１月に推計した見込額より、さらに１.９％の伸びが見

込まれることから５,０００万円の増額をいたしております。また、総務費では職員手当

等の義務的経費で２７０万円、基金積立金では保険給付費の調整により９００万円減額し

ております。 

 次に、歳入につきましては、歳出の保険給付費の増額に伴い国庫支出金１,２５０万円、

支払基金交付金１,６００万円、県支出金及び一般会計からの繰入金、それぞれ６２０万

円の増額をいたしております。 

 以上により、歳入歳出３,８２６万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億

６,２８０万円とするものであります。よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

 次に、第７号議案平成１６年度中間市病院事業会計補正予算（第１号）について提案理

由を申し上げます。 

 まず、第３条予算の収益的収入及び支出についてご説明申し上げます。医療収益に

９,５００万円の減額補正を計上しております。その主なものは、入院収益７,５００万円
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の減額、外来収益２,０００万円の減額であります。 

 その主な理由として、当初予定していました入院及び外来患者数の減少であります。 

 支出におきましては、医業費用に９,５４４万円の減額補正を計上しております。その

主なものは、給与費３,０００万円、材料費４,０００万円、経費２,０３０万円及び減価

償却費５１４万円といずれも減額であります。 

 その主な理由として、医師の人事異動による給与費の減額及び患者数の減少に伴う材料

費、経費の減額であります。また、医業外費用３５万円の減額、特別損失３１０万円の増

額補正をいたしております。 

 その結果、病院事業収益として９,５００万円の減額、病院事業費用として９,２７９万

円の減額をそれぞれ補正をいたしております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出につきましては、資本的支出に２４７万円の減

額補正を計上しております。これは、企業債償還元金の確定に伴う減額であります。 

 以上、概略を説明いたしましたが、よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております補正予算７件に対する質疑は、３月７日の本会議で行い

ますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．第１８号議案 

日程第１２．第１９号議案 

日程第１３．第２０号議案 

日程第１４．第２１号議案 

日程第１５．第２２号議案 

日程第１６．第２３号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１１、第１８号議案から日程第１６、第２３号議案までの条例改正６件を

一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第１８号議案から第２３号議案までの提案理由を一括して申し上げます。 

 初めに、第１８号議案中間市事務分掌条例の一部を改正する条例及び第１９号議案中間

市行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例は関連がございますので、一括して

提案理由を申し上げます。 

 近年、本市を取り巻く社会経済情勢は著しく変化し、景気の先行きが不透明な中、国の

三位一体改革に伴う国庫補助金の削減や地方交付税の減額、さらに少子高齢化等により市

税収入が今後とも大幅な伸びを見込めない状況であることから、このままでは今後極めて
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厳しい財政運営を強いられることは必至であります。 

 また、平成１２年からの地方分権改革により、自己決定、自己責任によるまちづくりを

市民と行政とが協働して行うことが求められております。 

 このような状況の中、本市の行政システムを抜本的に改革する必要があるため、先月

１日付で機構改革を行い、新たに行政経営改革推進室を設置いたしました。この推進室で

は、これまでの行政改革をさらに進めて、経営という観点から効率的効果的に最小の経費

で最大の効果を上げていく取り組みを進めるものであり、来年度新たな行政改革大綱を策

定をし、市職員全員で知恵を出し合い、この難局を乗り越えていくため、行政経営改革に

取り組んでまいる所存でございます。 

 以上、述べましたとおり、このたびの改正は機構改革に伴う関係条例の整備を行うもの

でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、第２０号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例及び中間市教育委員会教育

長の給与、旅費及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例について提案理由を申

し上げます。 

 平成１５年１月から本市の財政事情を考慮し、特別職の給料のカットを行っております

ことは、既にご報告しているところであります。今回の提案は、市長をはじめとした四役

の給料につきまして、平成１７年４月から平成１８年３月までの間、これまでの減額率を

さらに上積みし、減額を行うものであります。 

 具体的な減額率につきましては、市長が現行の５％から１０％に、助役が５％から７％

に、収入役及び教育長が２.５％から４％に改正するもので、月額では市長が８万

９,０００円、助役が５万１,０００円、収入役及び教育長が２万６,０００円の減額を行

うものであります。 

 なお、管理職手当のカットにつきましても平成１６年度から１％から３％までの範囲で

カットしておりますが、来年度におきましても引き続き実施する予定でありますことをこ

の場をお借りいたしましてご報告申し上げます。 

 次に、介護認定審査会の委員の報酬の改正についてご説明申し上げます。 

 介護認定審査会は、保健・医療・福祉に関する学識経験のある委員から構成をされ、一

次判定結果、調査の特記時項、主治医意見書をもとに審査判定を行い、申請者の介護度や

サービスの内容を決める介護保険の根幹をなす大変重要な役割を担うものであります。 

 また、当市では審査会は、公正、公平で客観的に審査判定が行われるよう、平日の日中

に開催しております。このような状況を勘案をして、報酬を設定しておりましたが、県内

の他の保険者が報酬を見直す中で、当市の報酬日額が際立って高くなっております。 

 また、介護認定審査会の委員の任期は２年で、本年３月３１日で終了いたしますことか

ら、この機会に他の保険者との均衡を図るため、会長の報酬日額を４万２,０００円から

２万４,０００円に、委員の報酬日額を２万１００円から１万６,０００円に見直すもので
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あります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、第２１号議案中間市手数料条例の一部を改正する条例について提案理由を申し上

げます。 

 このたびの改正は、特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律の制定及び

浮き屋根を有する野外タンク貯蔵所の技術基準の改正に伴う地方公共団体の手数料の標準

に関する政令の一部が改正され、それぞれ本年４月１日から施行されることに伴い、本条

例の一部を改正するものであります。 

 今回の改正の内容につきましては、特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する

法律が制定され、平成３年度前の国民年金任意加入であった学生や昭和６１年度前の国民

年金任意加入であった被用者の配偶者が国民年金に任意加入していないときに障害を負い、

障害基礎年金を受給できないでいる特定障害者を救済するため、特定障害者で国民年金法

の障害基礎年金１級相当の障害に該当する方には月額５万円、２級相当の方には月額４万

円の給付金が支給されることになりますが、この特定障害者に対する戸籍事項の証明を福

祉の増進の観点から無料とするものであります。 

 また、消防事務手数料の改正につきましては、平成１５年に発生した十勝沖地震に伴う

浮き屋根を有する屋外タンク貯蔵所の火災事故を踏まえ、浮き屋根の技術基準の新設、改

正を行うことに伴い、浮き屋根を有する屋外タンク貯蔵所の設置等の許可の申請に対する

審査事務量が増加することから、浮き屋根を有する野外タンク貯蔵所に係る手数料を引き

上げるものであります。 

 現在、本市ではこの規定の適用を受ける屋外タンク貯蔵所はございませんが、将来の設

置に備えて改正を行うものであります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、第２２号議案中間市火災予防条例の一部を改正する条例について提案理由を申し

上げます。 

 このたびの改正は、消防法及び石油コンビナート等、災害防止法の一部を改正する法律

及び住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令が制定

されたことにより、本条例の一部を改正するものであります。全国の統計によりますと平

成１５年度中の建物火災による死者のうち、住宅での死者は８５％を超え、その原因別で

は逃げ遅れが６０％を超えております。 

 また、今後も高齢化が進展することが予想されることから、住宅火災による逃げ遅れな

どから死者がさらに増加することが懸念をされます。これまで一般住宅の防火対策につい

ては、個人の自助努力により進められてきましたが、今回の改正は戸建住宅や小規模共同

住宅に対し、住宅用火災警報器の設置及び維持を義務付けるもので、新築住宅については

平成１８年６月１日から施行されます。 

 この法律等の改正を受けて、本条例中に住宅用防災機器の設置及び維持に関する基準等

について、新たに規定するとともに既存住宅については平成２１年６月１日から施行する
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ものであります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、第２３号議案中間市中央公民館条例の一部を改正する条例について提案理由を申

し上げます。 

 今回の改正は、中央公民館陶芸室において１７年間使用しておりました灯油式陶芸窯の

損傷が激しく、使用に耐えない状態になり、新しく電気窯を設置しましたことから、他の

施設に既に設置されております電気窯の使用料と同額とするため、当該使用料の改正を行

うものであります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております条例改正６件に対する質疑は、３月７日の本会議で行い

ますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．第２４号議案 

日程第１８．第２５号議案 

日程第１９．第２６号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１７、第２４号議案から日程第１９、第２６号議案までの条例改正３件を

一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第２４号議案から第２６号議案までの提案理由を一括して申し上げます。 

 初めに、第２４号議案中間市個人情報保護推進委員会条例について、提案理由を申し上

げます。 

 個人情報の保護に関する法律、いわゆる個人情報保護法が、本年４月１日から施行され

ます。この法律は、コンピューターの普及と情報処理能力の著しい発達に伴い、個人情報

が従来からは予想もされない形で流出、再利用される危険が増してきていることを背景に、

個人の権利利益の保護の観点から制定されたものでありまして、また同法第１１条におい

て地方公共団体は、その保有する個人情報の性質、当該個人情報を保有する目的等を勘案

をし、その保有する個人情報の適正な取り扱いが確保されるよう、必要な措置を講ずべき

旨を規定しております。 

 このことから、本市といたしましても個人情報保護制度について早急に検討し、その制

度化を図る必要がございます。この条例は、本市における個人情報保護制度のあり方につ

いて調査審議していただくため、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき、市の

附属機関として、中間市個人情報保護推進委員会を設置するものでございます。よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、第２５号議案中間市長期継続契約とする契約を定める条例について提案理由を申
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し上げます。 

 昨年、地方自治法、同法施行令及び施行規則の一部改正がなされ、いずれも同年１１月

１０日から施行されました。この法令改正により、財務会計制度に関する改正がなされ、

長期継続契約を締結することができる契約の対象範囲が、地方自治法第２３４条の３で具

体的に規定されております電気、ガス等に加え、翌年度以降にわたり物品を借り入れ、ま

たは役務の提供を受ける契約で、その契約の性質上、翌年度にわたり契約を締結しなけれ

ば、当該契約に係る事務の取り扱いに支障を及ぼすものは、条例で定めることにより、長

期継続契約を締結することができることとなりました。 

 このことにより、本条例を新たに制定し、長期継続契約を締結することができる契約と

して電子計算機器、情報通信機器等の事務機器の賃貸借契約、いわゆるリース契約やプロ

グラムの使用許諾契約及び清掃や警備等の管理委託に関する契約について規定することに

より、事務の円滑化及び効率化を図るものであります。よろしくご審議のほどお願い申し

上げます。 

 次に、第２６号議案中間市次世代育成支援対策地域協議会条例について提案理由を申し

上げます。 

 次世代育成支援対策推進法の規定により、本年度、中間市次世代育成支援行動計画を策

定いたしましたが、本行動計画の推進に当たっては、地域内でのきめ細かな取り組みが必

要とされ、各年度において計画の実施状況、点検、評価し、その結果をその後の対策実施

や計画見直し等に反映させていくことが肝要であることから、これを点検、評価するため、

地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく附属機関を設置するものであります。 

 具体的には、住民代表者や学識経験者、市職員を含む関係機関からなる中間市次世代育

成支援対策地域協議会を設置をし、計画の実施状況の点検、評価を継続的に行うものであ

ります。また、この協議会は、計画の実施状況の点検、評価をするだけでなく、次世代支

援に関するさまざまな問題提起や提案を行うものであります。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております条例制定３件に対する質疑は、３月７日の本会議で行い

ますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．第２７号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第２０、第２７号議案を議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第２７号議案北九州市・中間市合併協議会の廃止に関する協議について提案理由を申し
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上げます。 

 北九州市との合併について協議を行うため、平成１６年１月１５日に北九州市・中間市

合併協議会が設置されましたが、昨年１２月２４日の市議会において、合併関連議案が否

決されたことに伴い、同協議会を廃止するに当たり、地方自治法第２５２条の６の規定に

より、議会の議決を求めるものであります。 

 なお、廃止の時期につきましては、協議会の決算等廃止に伴う精算事務の処理を行う必

要がありますことから、平成１７年３月３１日といたしております。よろしくご審議のほ

どお願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております第２７号議案に対する質疑は、３月７日の本会議で行い

ますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．第８号議案 

日程第２２．第９号議案 

日程第２３．第１０号議案 

日程第２４．第１１号議案 

日程第２５．第１２号議案 

日程第２６．第１３号議案 

日程第２７．第１４号議案 

日程第２８．第１５号議案 

日程第２９．第１６号議案 

日程第３０．第１７号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第２１、第８号議案から日程第３０、第１７号議案までの平成１７年度各会

計予算１０件を一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第８号議案から第１７号議案までの提案理由を一括して申し上げます。 

 第８号議案から第１５号議案までは、関連がございますので一括して提案させていただ

きます。 

 初めに、８号議案平成１７年度一般会計予算についてですが、平成１７年度の予算編成

に当たっては、国の三位一体改革の推進に伴い、地方にはさらに厳しい行財政改革が求め

られるなか、中間市においても財政の健全化を最重要課題とし、限られた予算において市

民生活の質の確保を図るなど、最大の効果が得られるよう努力をいたしております。 

 新年度予算の編成方針は、就任以来掲げております「生活環境整備」「少子高齢化対
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策」「健康づくり事業」「生涯学習の推進」の四つの柱を中心に編成いたしており、また

平成１５年度からスタートいたしました緊急財政健全化計画についても最終年度を迎えま

すことから、歳入の財源確保や歳出の効率的な運用を図るなど、最大限の努力をいたして

まいりたいと考えております。 

 歳出の主なものとして、総務費では本年度の最も重要な事業として５年ごとに実施され

ております人口の国勢調査費、また今後１０年間の中間市の都市としての整備、開発また

は保全の指針となる第４次総合計画マスタープランの策定の経費として、合わせて２,５４０万

円を計上しております。 

 さらに、市長及び市議会議員補欠選挙費用といたしまして２,０００万円を計上してお

ります。 

 民生費におきましては、福岡県が全国福祉祭ねんりんピック開催県となりましたことか

ら、中間市におきましては、本年１１月にハーモニーホールで、高齢者による囲碁大会を

開催いたします経費として３１０万円を計上しております。 

 衛生費としては、全市民の健康管理データをコンピューターで一元管理し、効率的な健

康対策を講じるシステムの導入費として３７０万円を計上いたしております。 

 労働費といたしましては、失業対策事業であります特定地域開発就労事業費として７億

３,２００万円を計上いたしております。 

 農林水産業費では、河川整備工事費として、前年度に引き続き鞍手町と共同施工いたしま

す境川水路改修工事につきましては、鞍手町の負担分１,０００万円を含む工事費２,０００万

円、そのほか川西地区の水路改修費等で１,６００万円を計上いたしております。 

 土木費におきましては、吉田ぼた山周辺事業に関連いたします。岩瀬東部地区開発事業

が本格的に開始され、本年度は塘ノ内砂山線街路事業とそのほか２路線の用地購入費及び

実施設計委託料など１億７,４００万円を計上いたしております。さらに、長年の懸案事

項でありました土手ノ内公営住宅の改築工事につきましては、平成１７年度及び１８年度

の２カ年事業で行い、本年度は全戸数３３戸のうち、１工区の１８戸について着工いたし

ます経費４億２７０万円を計上いたしております。 

 消防費では、水害時及び河川等での遭難者等に出動し、救助活動に使用いたします船外

機付ボートの購入経費として１３０万円を計上し、さらに地震や洪水時の危険地域や災害

避難経路、避難場所等を市民に周知するためのハザードマップ作成費用５００万円を計上

し、市民の安全性の確保を図っております。 

 教育費といたしましては、学校教育施設の改善事業として、本年度から各小中学校のト

イレ改修を年次的に行い、学校のイメージアップを図るための費用として３,０００万円、

さらにフレンドリーなかま国際交流事業など「いきいき教育特別推進事業」については、

本年度も総額１,０００万円を計上いたしております。 

 次に、歳入予算でございますが、中間市の歳入予算の根幹であります市税は、市民税及
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び固定資産税におきまして４,０００万円の増加を見まして、総額３７億９,９００万円を

計上し、また一方の柱であります地方交付税は５５億２００万円と前年度と比較して２億

２,４００万円の増額の予算を計上いたしておりますが、もう一つの地方交付税でありま

す臨時財政対策債は５億３,７３０万円と３億３,６１０万円の減額を地方債で行っており

ますので、合わせますと対前年度比では１億１,２１０万円の減額予算となっております。 

 また、三位一体改革による国庫補助金の削減に伴って地方への財源移譲の一つとして、

地方譲与税のうち所得譲与税を昨年度と比べ８,８００万円増額の１億６,８９０万円を計

上いたしております。そのほか国庫支出金につきましても三位一体改革に伴う補助金の削

減で５,１００万円の減額をいたしておりますが、児童扶養手当交付金や公営住宅建設費

補助金等で国庫支出金が大幅に増加したことにより、全体としては対前年度比７,７３０万

円の増額で、総額において３３億３,９６０万円を計上いたしております。 

 また、県支出金についても三位一体改革や緊急雇用対策事業の廃止等により１億

１５０万円の減額で、総額において５億９,７５０万円を計上いたしております。繰入金

につきましては、歳出の財源不足を補うため、８億３,６１０万円を計上いたしておりま

す。また、市債におきましても１２億４,０５０万円と昨年より７億４,２３０万円減額し

ております。これは、昨年度において減税補てん債の借り換え分として６億７,８００万

円を措置したためであり、これを市債総額から除いて比較しますと６,４３０万円少ない

予算となっております。 

 以上により、平成１７年度の一般会計の当初予算は、歳入歳出それぞれ１７０億

２００万円で、前年度と比較して３億２,４００万円、率にして１.９％の減額予算となっ

ております。 

 次に、第９号議案平成１７年度中間市特別会計国民健康保険事業予算についてでありま

すが、歳出といたしましては保険給付費３６億４,４００万円、老人保健拠出金１２億

７,８００万円、介護納付金２億３,４００万円、共同事業拠出金８,３００万円、保健事

業費に２,１００万円、そのほか事務的経費９,２３０万円を計上いたしております。 

 次に、歳入といたしましては、国民健康保険税１４億３,９９０万円、内訳として医療

費給付分１３億６,８５０万円、介護納付金分７,１４０万円を計上、また国庫支出金

１８億５,６５０万円、医療給付費交付金１３億１,９００万円、共同事業交付金

８,６００万円、繰入金３億６,６００万円、諸収入等２億８,４９０万円を計上いたして

おります。 

 以上により、予算の総額は歳入歳出それぞれ５３億５,２３７万円であり、前年度と比

較して４億５,５５８万円、率にして９.３％の増額予算となっております。今後とも国民

健康保険事業を取り巻く状況は厳しい中、医療費の適正化に向け、なお一層の歳出の節減

を行うとともに、保険税など歳入の確保に最大限努力し、制度の安定的継続的な運営を図

ってまいる所存であります。 
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 次に、第１０号議案平成１７年度中間市住宅新築資金等特別会計予算についてですが、

歳出の主なものといたしましては、公債費に３,９１０万円計上いたしており、これは起

債に伴う元利償還金であります。この歳出に充当する歳入につきましては、公債費の利子

に対する県の利子補給金として県支出金５４０万円、貸付金の元利収入として諸収入に

３,３７０万円計上いたしております。 

 以上により、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ３,９１８万円とするものであり、前年

度と比較して９５４万円、率にして１９.６％減額する予算となっております。今後とも

貸付金の徴収に最大限努力する所存であります。 

 次に、第１１号議案平成１７年度中間市地域下水道事業特別会計予算についてですが、

歳出といたしましては、曙下水処理場をはじめとする下水道処理場の維持管理に要する経

費を８,３２０万円、事務処理の経費を５１０万円計上いたしております。 

 歳入の主なものといたしましては、下水道使用料を９,４８０万円計上しております。 

 以上により、予算の総額を歳入歳出それぞれ９,４９０万円で、前年度と比較し４０万

円、率にして０.４％の減額の予算とするものであります。 

 次に、第１２号議案平成１７年度中間市公共下水道事業特別会計予算についてですが、

歳出の主なものといたしましては、上底井野地区ほか３６地区で実施する管渠築造工事を

８億８,０００万円、実施設計業務５件の委託料を８,０００万円、ガス管及び水道管移設

補償費を４,０００万円、北九州市下水道処理負担金を２億９７０万円、流域下水道事業

費負担金を２億７５０万円、公債費償還金を６億５,７６０万円計上いたしております。 

 この公債費償還金の内容につきましては、公共下水道事業及び流域下水道事業の起債償

還金を４億３,４２０万円を計上するとともに平成１７年度に蓮花寺ポンプ場が県に移管

されるため、その建設費の公債費未償還元金を平成１７年度から３カ年にわたって繰上償

還することになり、本年度分の償還金として２億２,３４０万円を予算計上しているもの

であります。 

 次に、歳入の主なものといたしましては、下水道受益者負担金を７,３００万円、下水

道使用料を１億５,４１０万円、公共下水道事業費補助金を２億８００万円、公共下水道

事業債を７億５,４３０万円、流域下水道事業債を２億１０万円計上いたしております。 

 また、本年度におきまして財産売払収入を２億３,２１０万円計上いたしておりますが、

この財産売払収入につきましては、先ほど申し上げました蓮花寺中継ポンプ場を県へ有償

譲渡することに伴い、繰上償還に充当いたします売払収入を計上したものであります。 

 以上により、予算の総額を歳入歳出それぞれ２３億２２７万円とするもので、前年度と

比較して３億５,２９４万円、率にして１８.１％の増額予算であります。 

 次に、第１３号議案平成１７年度中間市老人保健特別会計予算についてでありますが、

歳出といたしましては総務管理費１,５１０万円、医療諸費６３億６,７００万円で、平成

１６年度と比較して１.２％増となっております。 
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 次に、歳入といたしましては、支払基金交付金３５億９,３３０万円、国庫支出金

１８億４,６９０万円、県支出金４億６,１２０万円、一般会計からの繰入金４億７,４６０万

円、諸収入６００万円計上いたしております。 

 以上により、予算の総額を歳入歳出それぞれ６３億８,２２６万円とするものであり、

前年度と比較して７,５１６万円、率にして１.２％の増額予算となっております。 

 老人医療費は、高齢化社会の進展に伴い、年々増加しておりますが、老人医療制度の安

定的な運営を確保するため、今後もより一層、予防医療の充実を図るとともに、医療費の

適正化に向けて努力を重ねてまいる所存でございます。 

 次に、第１４号議案平成１７年度中間市公共用地先行取得特別会計予算についてですが、

今回の予算は、本年度から本格的に取りかかります吉田ぼた山周辺の道路改良工事、塘ノ

内砂山線街路事業をはじめ、周辺の丘陵地の防災工事など、岩瀬東部地区開発事業として

用地を先行取得するための経費９,０００万円を計上いたしております。 

 この歳出に充当する歳入といたしましては、全額地方債とし、９,０００万円を計上い

たしております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ９,０００万円とするものであります。 

 次に、第１５号議案平成１７年度介護保険事業特別会計予算についてですが、歳出の主

なものは要支援、要介護者への介護サービス費等に充てる保険給付費２６億３,１６０万

円を計上いたしております。 

 この費用は、第２期介護保険事業計画で推計された介護サービス費用２７億９,７００万

円のうち、当初予算として計上したもので、事業計画の９４％、また予算総額の９５.５％

を占めております。そのほか総務費として職員の人件費等に１億１,９８０万円、介護保

険の財政運営に必要な財政安定化基金拠出金として２５０万円を計上いたしております。 

 また、国の制度改正に伴う、能力低下防止のための筋力向上トレーニング等の実施のた

め、保健福祉事業費として１００万円を新たに計上いたしております。 

 次に、歳入の主なものは、歳出の保険給付費に対する国、県等の補助負担分として国庫

支出金６億６,３５０万円、支払基金交付金８億４,２１０万円、県支出金３億２,８９０万

円を計上、同じく同額を一般会計繰入金として計上いたしております。 

 また、介護保険料につきましては、介護給付費の１８％相当分４億７,４１０万円を、

その他職員給与及び事務費等に充当させるため、一般会計からの繰入金として１億

１,４１０万円を計上いたしております。 

 以上により、予算の総額は歳入歳出それぞれ２７億５,５４９万円であり、前年度と比

較して１億４,４０５万円、率にして５.５％の増額予算となっております。本年度は第

２期介護保険事業計画の最終年度であり、次期計画策定年度でもあります。介護保険制度

が開始をされて５年が経過をし、制度の定着とともにサービス利用が伸び、おおむね順調

に推移しているところであります。 
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 今後ともこの事業計画の推進と制度の安定的運営に鋭意努力してまいる所存であります。

よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

 次に、第１６号議案平成１７年度中間市水道事業会計の予算について提案理由を申し上

げます。 

 本年度の給水戸数は、中間市、遠賀町を合わせて２万６,７８４戸を見込んでおり、こ

れに対する総給水量を７８５万立方メートルと見込んでおります。有収率については

９０.１％とし、総有収水量は７０７万２,０００立方メートルを見込んでおります。 

 まず、資本的収入及び支出についてご説明いたします。 

 建設改良事業費や企業債償還元金を含めて支出総額６億２,３７９万円を予定いたして

おります。うち水道施設の建設改良事業は、配水管の改良工事を重点的に実施いたす所存

であります。主な工事といたしましては、中間地区、市道垣生団地１号線から３号線まで

の配水管布設替工事等１７件、遠賀地区、町道木守松の本線配水管布設替工事等４件、総

数２１件であります。 

 このことから、本年度の建設改良事業は、総事業費３億８,１１４万円をもちまして施

工する考えであります。 

 これに対して、収入総額は企業債及び施設分担金を含めて２億４,１９３万円で、差し

引き３億８,１８６万円の収入不足が生じます。この資金不足につきましては、当年度損

益勘定留保資金等で全額補てんいたします。 

 次に、収益的収入及び支出については、水道事業収益は１２億４,６４５万円で、その

主な収益は給水収益１１億５,９５３万円であります。また、水道事業費用は１２億

３,７９１万円で、その結果、平成１７年度は差し引き消費税を含めて８５４万円の利益

が見込まれます。 

 以上、平成１７年度水道事業会計当初予算の概略についてご説明申し上げました。よろ

しくご審議のほどお願いを申し上げます。 

 次に、第１７号議案平成１７年度中間市病院事業会計予算について提案理由を申し上げ

ます。 

 まず、第３条予算の収益的収入及び支出についてご説明申し上げます。 

 病院事業収益に２３億７,２８４万４,０００円を計上しております。このうち医業収益

に２２億８,８０９万１,０００円を計上しており、その主なものは入院収益１１億

８,５５２万円、外来収益１０億５,４１９万円、そのほか医業収益４,８３８万１,０００円

であります。 

 また、医業外収益として８,４７１万３,０００円を計上しており、その主なものは他会

計負担金２,２８９万６,０００円、他会計補助金４,７９９万４,０００円であります。 

 次に、病院事業費用に２３億７,１１６万７,０００円計上しております。このうち医業

費用に２３億３,２６３万２,０００円を計上しており、その主なものは給与費１１億
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２,１４２万８,０００円、材料費８億９,６２８万円、経費２億６,７０５万９,０００円

円、減価償却費４,３３５万３,０００円であります。 

 また、医業外費用として３,８４３万５,０００円を計上し、その主なものは支払利息

３,４６４万５,０００円であります。 

 次に、４条予算の資本的収入及び支出についてご説明いたします。 

 資本的収入に７,７９４万７,０００円を計上しており、その主なものは一般会計負担金

７,７９４万６,０００円であります。資本的支出に１億３,１９２万円を計上しており、

その主なものは固定資産購入費１,５００万円、企業債償還金１億１,６９２万円でありま

す。 

 なお、資本的収入及び支出の不足額５,３９７万３,０００円は、損益勘定留保資金等で

補てんする予定にしております。 

 以上、当初予算の概略を説明しましたが、よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております平成１７年度各会計予算案１０件に対する質疑は、３月

７日の本会議で行いますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議員提出議案第１号 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第３１、議員提出議案第１号行財政を見直し、抜本的な改革に関する調査推

進特別委員会の委員の定数の変更及び補充選任についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本議案については、提案理由の説明を省略することにしたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、本議案については提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議員提出議案第１号については委員

会の付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 
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 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 討論なしと認めます。 

 これより議員提出議案第１号行財政を見直し、抜本的な改革に関する調査推進特別委員

会の委員の定数の変更についてを起立により採決をいたします。本案については原案のと

おり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 全員起立であります。よって、議員提出議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。ただいま行財政を見直し、抜本的な改革に関する調査推進特別委員

会の委員の定数の変更についての議案が可決されましたことに伴いまして、委員の補充選

任を行います。補充選任につきましては、委員会条例第７条第１項の規定により、久好勝

利君、米満一彦君、岩崎三次君、以上３名の諸君を指名いたしたいと思いますが、これに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました以上の諸君を行財政を見直

し、抜本的な改革に関する調査推進特別委員会の委員に補充選任することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３２．議会運営委員会の委員の補充選任 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第３２、議会運営委員会の委員の補充選任を行います。 

 お諮りいたします。議会運営委員の補充選任については、委員会条例第７条第１項の規

定により、青木孝子さん、中家多恵子さん、下川俊秀君、以上３名の諸君を指名いたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました以上の諸君を議会運営委員

に選任することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．会議録署名議員の指名 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより日程第３３、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第７６条の規定により、議長において佐々木晴一君
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及び井上太一君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（杉原 茂雄君）   

 以上で、本日の日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会をいたします。

ご苦労でした。 

午前11時17分散会 

────────────────────────────── 
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